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■と　き／6月20日（木） 18:30～20:00

■講　師／狂言師　茂
しげやま

山 千
せ ん ご ろ う

五郎氏

■テーマ／「狂言」という名のお芝居

●十四世茂山千五郎（茂山正邦）は、狂言の名門「茂山千五郎
家」の現当主。十三世茂山千五郎（五世茂山千作）の長男として
生まれる。
　「茂山狂言会」「Cutting Edge KYOGEN」、弟茂との兄弟会

「傅之会」、落語家桂よね吉との二人会「笑えない会」を主催し、
幅広い年代層へ狂言の魅力を伝えている。

　次回のご案内

開  場 17：30
夢のひろば 18：00
講  演 18：30（終了20:00）

黒
くろかわ

川 伊
い ほ こ

保子氏講　師 ●

●長野県生まれ、栃木県育ち。ヒトと人工知
能の対話研究の立場から、コミュニケーショ
ン・サイエンスの新領域を拓いた、感性研究
の第一人者。脳の気分を読み解くスペシャリ
スト（感性アナリスト）である。
　人間関係のイライラやモヤモヤに対し、解
決策をもたらす著作も多く、「妻のトリセツ」
をはじめとするシリーズは、累計で100万部
を超える人気である。

　黒川 伊保子 氏のプロフィール

感性リサーチ社長　

5月の講演会は第
● ● ● ● ●

3水曜日です。

　今回の講師は、脳とAIの研究で多
くの著書を出版されている黒川伊保
子さんです。
　長野県生まれで、奈良女子大学理
学部物理学科卒業。株式会社富士通
ソーシァルサイエンスラボラトリに
て人工知能（AI）の研究開発に従事。
2003年、株式会社感性リサーチを
設立、代表取締役に就任されていま
す。2004年に脳機能論とAIを用い
て、化粧品や自動車・食品業界から
新商品名分析を受注するなど、感性
分析を提唱している第一人者です。
　日本の実業家、エッセイストであ
り、日本ネーミング協会理事、日本
BS放送（BS11）番組審議会委員、
日本テレビ「世界一受けたい授業」
やNHK教育テレビ「日本語なるほど
塾」などにも出演されています。

　現在は、研究で得られた知見を一
般向けにわかりやすく解説してベス
トセラーとなった『妻のトリセツ』

『夫のトリセツ』など、「トリセツ」
シリーズの執筆や講演で忙しい日々
をお過ごしです。
　脳が疲れないようにするためには、

「ルーティン」をうまく活用して、
「習慣化」することが有効といいま
す。生活の中に、「気持ちいい」「楽
しい」「うれしい」というポジティブ
な感情を加えられるか...。より良い
毎日、健康な未来のために「良い習
慣」を身に付けることが大切になり
そうです。
　講演会では、人生を前向きに過ご
すための秘訣をお聴かせいただける
ことでしょう。
　乞うご期待！
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戦
争
の
な
い
世
界
に

西
松
浦
郡
有
田
町
　
庄
村  

雅
子

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が

始
ま
っ
て
か
ら
２
年
が
過
ぎ
、
テ

レ
ビ
は
毎
日
戦
争
の
映
像
を
流
し

て
い
ま
す
。
見
る
た
び
に
暗
い
気

持
ち
に
な
り
、
最
近
は
テ
レ
ビ
を

あ
ま
り
見
な
く
な
り
ま
し
た
。
今

回
の
中
村
氏
の
映
像
に
写
し
出
さ

れ
た
幼
い
子
ど
も
を
見
て
、
涙
が

止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ロ
シ
ア

人
の
半
分
以
上
は
戦
争
に
反
対
し

て
い
て
も
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の

独
断
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
は
大

変
辛
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
昼
間
か
ら
ミ
サ
イ
ル
が

ど
ん
ど
ん
打
ち
込
ま
れ
る
こ
と
が

日
常
化
し
た
暮
ら
し
で
は
、
夢
を

持
た
な
い
、
い
や
持
て
な
い
の
も

致
し
方
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
村
氏
の
訴
え
る
よ
う
な
眼
差
し

に
ひ
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
７
・

５
・
７
の
数
字
は
、
地
雷
の
撤
去

に
７
５
７
年
か
か
る
と
か
。
一
日

で
も
早
く
停
戦
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
平
和
な
暮
ら
し
が
訪
れ
る
こ
と

を
祈
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
方
領
土
の
返
還
も
長

き
に
わ
た
り
交
渉
中
で
進
展
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
返
還
が
か
な
っ
た

時
は
、
中
村
氏
が
夢
を
か
な
え
て

是
非
４
島
の
知
事
に
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
未
だ
行

っ
た
こ
と
も
な
い
ロ
シ
ア
の
闇
、

今
回
の
講
演
で
少
し
わ
か
り
ま
し

た
。
今
、
世
界
も
日
本
も
危
う
い

方
向
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
穏
や
か
な
日
常
が
続
き
ま

す
よ
う
に
と
祈
る
ば
か
り
で
す
。

※
締
め
切
り
は
5
月
22
日
㈬
（
必
着
）

※
宛
先
は
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学
事
務
局
ま
で

講
演
を
聴
か
れ
た
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

■初参加の「させぼ夢大学」
　ワクワクの高揚感！
　最新の専門情報にドキッ！
　次回も楽しみ楽しみ！！

佐世保市藤原町●後藤　基博

■目の前で聴く講演は、やはり胸に響きま
す。テレビとは違いますね。初めての参加
で、感動しました。

佐世保市須田尾町●北御門　美雪

■ロシアの情勢が、少しわかったような気
がします。今の自分の位置を考える時、い
かにおごっているか考えさせられます。

佐世保市上本山町●橋本　弘子

■いつものことながら、満席の盛会だ。私
は入校５年目、96歳。いつも佐世保の誇り
だと思っている。楽しく学びたい。
  “憧れは百歳川柳つくること”

佐世保市早苗町●牧　多津江

■ロシアの闇。プーチンの闇。とても興味
深かったです！
　北方四島の返還が叶い、中村氏が県知事
となられるよう応援します。そして、北方
四島ツアーに参加します！！

佐世保市皆瀬町●横尾　千幸

■初めて受講しました。「夢大学」のネー
ミングで、とてもワクワクして開講を待っ
ていました。
　熱気があふれ、毎回どんな言葉が胸に刺
さるのか。ノートを捨て、心のノートに残
そうと思いました。

西松浦郡有田町●大川内　操

■夢大学で、校歌を覚えるのは良いです
ね。中村逸郎氏の講演は、ユーモアを時々
交えながら、戦争の虚しさ・悲しみを考え
させてくれるものでした。
　改めて、日本に住む私たちは、何ができ
るのか考えてみたいと思います。

佐世保市木風町●西　照美

■中村さんのお話で、想像以上にウクライ
ナの情勢が悪くなっていることを知り、考
えさせられました。日本に３千人近くのウ
クライナの方々が避難されているとは、驚
きです。
　ロシアのプーチンが起こした戦争に怒り
を覚えつつ、世界の情勢を注視していきた
いと思います。

佐世保市小島町●髙増　香里

■青春時代の戦争被害者である母と一緒に旅
行した頃、何も気づかず‥。日本のあの時
代、皆さんが頑張られて私たちは存在します
が、戦争をなくすために何ができるか‥。
　今のロシアとウクライナの姿はあまりに
も無常。
　「人生は木の葉に落ちる朝露の如し」
　中村氏の講演で、世界の流れがよくわか
りました。

佐世保市比良町●岡井　眞紀

■ロシア人ですら、大多数が戦争に嫌気を
持っていて、プーチンの個人的戦争という
考えに驚いた。また、757という意味が、
ウクライナが消滅するリスクであることに
大きく心を痛めた。ウクライナの人々に、
今、自分が何ができるのかを考えさせられ
た。REALITY　SHOWの画面は恐ろしい
ものだった。印象深い講演だった。

佐世保市権常寺町●梶原　康彦

■今年度１回目の夢大学が、穏やかに始ま
りました。講師の中村逸郎氏からは、厳し
い世界の現実を目の前につきつけられまし
た。また、ニュースや新聞を見ていても同
様であり、私たち日本人も平和に浸ってい
ないで、きちんと考えていかなくてはと思
いました。
　１日も早く、世界が平和になり、日常の
生活が送れるように願うばかりです。

佐世保市大宮町●田中　美禰

■エレクトーンの演奏で幕が開き、新年度
の開講式。また、ワクワクが始まりまし
た。今年度も講演会をきちんと楽しみたい
と思います。
　第１回目の講演会は、「ロシアのウクラ
イナ侵攻」。これはプーチンの独裁政治に
よるものではとニュースを見聞きするたび
に考えさせられます。国外避難をする多く
の人々が、祖国へ戻れることを願っていま
す。

佐世保市赤崎町●木村　典子

■令和６年度の夢大学の開講式に出席し、
国歌や九十九詩人を斉唱させていただき、
厳かな気持ちで夢の多い講演を勉強させて
もらいました。
　最後に、中村逸郎氏の「北方四島」の知
事になるという大きな夢に拍手！
　「夢は見るもの、果たすもの」という言
葉を思い出しました。
　夢大学バンザイ！！　させぼ夢大学は不滅
です。スタッフの皆さん、今後ともよろし
くお願いします。
　ありがとうございました。

佐世保市大和町●宅島　冨士彌

中村逸郎 氏中村逸郎 氏



　

今
回
も
素
晴
ら
し
い
講
演
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

感
謝
！

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
土
の
３
分
の
１
に

地
雷
が
⁉

佐
世
保
市
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
町
　
松
井  

昭
夫

　

３
月
に
行
わ
れ
た
ロ
シ
ア
大
統

領
選
は
、
予
想
通
り
プ
ー
チ
ン
大

統
領
が
87
％
の
得
票
率
で
圧
勝
し

た
。
し
か
し
、
プ
ー
チ
ン
政
権
は

本
当
に
盤
石
な
の
か
？　

大
い
に

疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
に
、「
現
代

ロ
シ
ア
政
治
」
専
門
家
の
中
村
逸

郎
氏
を
お
迎
え
く
だ
さ
っ
た
の
は

タ
イ
ム
リ
ー
だ
っ
た
。

　

動
画
や
写
真
、
図
表
等
を
駆
使

し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
は

「
プ
ー
チ
ン
の
戦
争
で
あ
り
、
ロ
シ

ア
の
戦
争
で
は
な
い
」
と
言
う
。

そ
し
て
驚
く
こ
と
に
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
国
土
の
３
分
の
１
に
は
地
雷
が

埋
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
取
り

除
く
の
に
な
ん
と
７
５
７
年
も
か

か
る
と
い
う
。
驚
き
で
あ
っ
た
。

　

プ
ー
チ
ン
政
権
は
批
判
勢
力
を

排
除
す
る
一
方
で
、
愛
国
心
の
鼓

舞
、
新
興
５
か
国（
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）

を
ま
と
め
、
６
月
に
ロ
シ
ア
で
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
10
月
に
首
脳
会
議

を
相
次
い
で
開
催
す
る
計
画
が
あ

る
と
い
う
。
し
た
た
か
で
あ
る
。

　

政
権
へ
の
批
判
を
許
さ
な
い
国

家
、
そ
し
て
国
民
の
声
を
聞
く
耳

を
持
た
な
い
指
導
者
を
持
つ
恐
ろ

し
さ
を
学
ん
だ
講
演
会
で
あ
っ
た
。

も
と
の
豊
か
な
平
和
な
大
地
に

佐
世
保
市
大
和
町
　
新
北  

博
美

　

今
年
度
も
再
入
学
す
る
こ
と
が

で
き
、
学
び
の
機
会
を
持
て
る
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
盛
大
な

開
講
式
に
感
動
し
ま
し
た
。
と
て

も
素
晴
ら
し
い
歌
詞
・
演
奏
・
歌
声

の
〝
夢
大
学
〟
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の

「
九
十
九
詩
人
」。
こ
れ
か
ら
も
こ

の
歌
を
聴
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
で
、
ロ
シ
ア
と
い

う
国
の
成
り
立
ち
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

と
の
違
い
、
な
ぜ
地
図
上
で
見
る

広
大
な
国
の
大
統
領
が
領
土
の
狭

い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
固
執
す
る
の
か
、

少
し
理
解
で
き
た
気
が
し
ま
す
。

何
度
も
〝
ロ
シ
ア
に
よ
る
〟
を
「
プ

ー
チ
ン
政
権
に
よ
る
戦
争
」
と
言

い
直
さ
れ
て
い
た
の
に
は
、
中
村

逸
郎
さ
ん
の
穏
や
か
な
口
調
の
中

に
も
、
こ
う
い
う
状
況
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
対
し
て
の
悲

し
さ
、
口
惜
し
さ
が
滲
み
出
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

地
雷
を
素
早
く
一
気
に
取
り
除

け
る
技
術
が
開
発
さ
れ
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
が
も
と
の
豊
か
な
平
和
な
大

地
に
戻
り
、
中
村
逸
郎
北
方
四
島

知
事
の
姿
を
拝
見
で
き
る
未
来
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

夢
は
ま
だ
途
中

北
松
浦
郡
佐
々
町  

法
本  

安
子

　

第
33
期
第
１
回
の
夢
大
学
が
開

講
。
今
年
度
も
い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
お
話
を
楽
し
み
に
出
席
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
講
師
は
、
中
村
逸
郎
氏
。

ロ
シ
ア
政
治
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
。

難
し
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
つ
つ
傾

聴
。
本
音
の
話
に
少
し
は
理
解
で

き
た
よ
う
な
気
も
す
る
。
こ
の
平

和
な
日
本
も
、
原
爆
が
広
島
・
長

崎
に
落
と
さ
れ
終
戦
を
迎
え
た
。

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
イ

ラ
ン
・
イ
ス
ラ
エ
ル
戦
争
な
ど
、

ミ
サ
イ
ル
が
飛
び
交
う
現
実
が
噓

の
よ
う
だ
。
想
像
で
き
な
い
。

　

こ
の
地
球
上
か
ら
、
紛
争
や
戦

争
が
ゼ
ロ
に
な
る
日
は
来
る
の
だ

ろ
う
か
。
若
者
が
夢
を
持
ち
、
そ

の
実
現
に
向
か
っ
て
邁
進
で
き
る

日
が
来
る
よ
う
に
、
一
日
も
早
く

戦
争
が
終
わ
る
こ
と
を
願
っ
て
や

ま
な
い
。

　

今
日
飾
ら
れ
た
生
花
は
、
お
題

「
飛
翔
」。
鳥
に
な
り
、
心
の
旅
へ

飛
び
立
と
う
。

「�

人
生
は
マ
ラ
ソ
ン
　
夢
は
ま
だ

途
中
」

改
め
て
思
う
命
の
尊
さ

佐
世
保
市
南
風
崎
町  

横
山  

春
美

　

「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」
や
「
九
十
九

詩
人
」
な
ど
の
演
奏
や
歌
で
、
華

や
か
に
、
そ
し
て
厳
か
に
幕
が
開

い
た
開
講
式
。
今
期
も
多
彩
な
講

師
陣
が
楽
し
み
だ
。
貴
重
で
有
難

い
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
学
び
た

い
。

　

初
回
は
ロ
シ
ア
の
専
門
家
で
あ

る
中
村
逸
郎
氏
。

　

ハ
ス
キ
ー
ボ
イ
ス
で
、
開
講
式

へ
の
感
動
を
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し

て
、
母
と
愛
犬
へ
の
思
い
を
語

り
、
生
き
る
こ
と
、
命
に
つ
い
て

話
さ
れ
た
。

　

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
略

し
て
２
年
が
経
過
。
こ
れ
は
ロ
シ

ア
人
で
は
な
く
、
プ
ー
チ
ン
の
戦

争
と
の
解
説
に
大
い
に
納
得
。
独

裁
者
プ
ー
チ
ン
の
保
身
の
た
め
の

侵
略
に
よ
り
、
双
方
で
約
50
万
人

の
兵
士
が
死
傷
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
民
間
人
が
２
万
人
超
の
死
傷
。

尊
い
命
を
奪
い
、
人
を
傷
つ
け
、

夢
や
将
来
を
砕
き
、
町
を
破
壊

し
、
世
界
の
秩
序
を
混
乱
さ
せ
た

大
罪
悪
に
憤
り
を
禁
じ
得
な
い
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歴
史
や
、
プ
ー

チ
ン
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
な
ど
も

わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
非
人
道
的
な
戦
争
が
早

く
終
結
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
本
当

の
春
が
戻
っ
て
く
る
よ
う
祈
り
た

い
。

夢のつづき　令和6年5月1日発行・第三種郵便物認可

※
締
め
切
り
は
5
月
22
日
㈬
（
必
着
）

※
宛
先
は
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学
事
務
局
ま
で

講
演
を
聴
か
れ
た
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

絶望の先に 大きな夢を！！
◆日 時／5月15日㈭　午後6時～6時20分
◆演 目／書道パフォーマンス
◆出 演／佐世保西高等学校 書道部

◆出演者紹介
　私たち書道部は、２年生８人、３年生８人、
合計１６人の部員で、毎週月・水・木曜日に
活動しています。
　活動内容は、県の揮毫大会や公募展への
出品を行い、九州大会・全国大会への出場や
上位入賞に向けて練習しています。また、
文化祭やハウステンボス等での書道パフォ
ーマンスにも力を入れており、日々研鑽し
ています。

◆演目紹介
　今回のステージは、２年生を中心として
パフォーマンスを行います。佐世保の魅力
をアピールできるように自分たちで文章を
作り、皆さんに楽しんでもらえるように頑
張ります。

夢のひろば

令和６年度開講式の様子
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／
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★
中
村
逸
郎
さ
ん
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

何
て
気
さ
く
な
方
な
ん
だ
ろ

う
。
初
め
て
お
会
い
し
た
方
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
、
和
や
か
に
話
し

か
け
て
こ
ら
れ
る
中
村
さ
ん
。
終

始
物
腰
の
柔
ら
か
い
親
し
み
や
す

い
方
で
し
た
。

　

作
っ
て
こ
ら
れ
た
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
の
資
料
も
わ
か
り
や
す
く
、

皆
様
も
理
解
し
や
す
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

北
方
領
土
の
問
題
も
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
、「
知
事
に
な
る
！
」

と
宣
言
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
よ

う
に
日
本
と
ロ
シ
ア
、
そ
し
て
世

界
が
打
ち
解
け
て
協
力
し
合
う
日

が
来
れ
ば
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

★「
開
講
式
」
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
せ
ぼ
夢
大
学
で
は
、
コ
ロ
ナ

等
の
感
染
症
の
状
況
が
落
ち
着
い

て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
回
５
年
ぶ

り
と
な
る
華
や
か
な
開
講
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
曲
と
し
て
、

さ
せ
ぼ
夢
大
学
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

と
も
い
え
る
「
九く

じ
ゅ
う
く
し
じ
ん

十
九
詩
人
」
の

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
聴
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、「
あ
っ
、
あ
の

曲
だ
！
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
「
九
十
九
詩
人
」
は
、
い

つ
も
は
開
演
前
の
ホ
ー
ル
内
の

Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
使
っ
て
い
る
曲
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
馴
染

み
の
曲
と
し
て
感
じ
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。

　

開
講
式
に
花
を
添
え
て
く
だ
さ

っ
た
山
口
美
佳
さ
ん
、
ハ
ー
マ
ン

佳
恵
子
さ
ん
、
北
島
悠
記
さ
ん

（
出
演
順
）、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
遅
れ
て
ホ
ー
ル
へ
入
場
さ
れ
る

方
へ
の
お
願
い

演
奏
中
の
前
の
席
へ
の
入
場
は

止
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

さ
せ
ぼ
夢
大
学
に
、
こ
の
よ
う

な
要
望
が
届
き
ま
し
た
。

　

さ
せ
ぼ
夢
大
学
で
は
、
従
前
か

ら
「
夢
の
ひ
ろ
ば
」
の
開
演
中

は
、
遅
れ
て
き
た
受
講
生
を
１
階

席
に
入
れ
て
よ
い
と
い
う
ル
ー
ル

が
あ
り
、
そ
の
目
途
の
時
刻
を
夜

開
催
の
場
合
、
午
後
６
時
25
分
と

い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
の
時
間
に
な
り
ま
す

と
、
遅
れ
て
入
場
さ
れ
る
方
は
、

２
階
席
・
３
階
席
に
座
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
結
局
は
遅

れ
て
き
た
方
の
マ
ナ
ー
に
頼
る
し

か
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
早
く
ホ
ー
ル
に
入
場
さ
れ
た

方
も
、
で
き
ま
し
た
ら
前
の
方
か

ら
、
そ
し
て
列
の
中
央
か
ら
詰
め

て
お
座
り
い
た
だ
く
と
、
遅
れ
て

き
た
方
が
、
後
ろ
や
端
の
座
席
に

座
れ
ま
す
。

　

お
互
い
の
思
い
や
り
で
、
楽
し

く
ご
参
観
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

佐世保史談会 会長　中
なかしま

島　眞
まさすみ

澄

③ 辻  一三　つじ　いちぞう

④ 田中丸  善蔵　たなかまる　ぜんぞう

③
辻  

一
三

 （
一
九
〇
三
～
一
九
八
九
）

佐
世
保
発
展
の
先
駆
者

　

第
一
七
～
二
〇
代
佐
世
保
市
長
・

政
治
家
。
明
治
三
六
年（
一九
〇
三
）、

広
島
県
安
芸
郡
音
戸
町
で
誕
生
。

三
歳
で
父
親
と
死
別
。
佐
世
保
の

叔
父
・
宮
地
金
吉
に
養
育
さ
れ

た
。
県
立
佐
世
保
中
学
校
（
第
九

回
生
）
を
卒
業
。
大
正
一
四
年

（
一
九
二
五
）、
長
崎
高
等
商
業
学

校
（
現
長
崎
大
学
経
済
学
部
）
卒

業
後
、「
宮
地
石
鹸
」
に
入
社
。

　

昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）、
市

会
議
員
に
初
当
選
し
、
同
二
二
年

市
議
会
議
長
に
就
任
。
一
方
、
実

業
界
で
は
北
村
徳
太
郎
の
肩
入

で
、「
辻
産
業
」「
西
九
州
倉
庫
」

な
ど
を
創
立
、
同
三
三
年
第
八
代

「
佐
世
保
商
工
会
議
所
」
会
頭
を

務
め
た
。

　

昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）
の

市
長
選
で
現
職
を
破
り
、
佐
世
保

市
長
に
選
出
さ
れ
た
。
市
長
就
任

二
年
後
の
昭
和
四
〇
年
、
口
頭
癌

が
発
見
さ
れ
、
声
帯
の
摘
出
手
術

を
受
け
、
前
例
の
な
い
「
声
な
き

市
長
」
と
な
っ
た
。
一
時
は
引
退

も
考
え
た
が
、
食
道
発
声
法
を
習

得
し
て
職
務
に
復
帰
。
同
五
四
年

ま
で
四
期
一
六
年
間
、
市
長
を
務

め
た
。

　

昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
七

月
の
大
水
害
の
復
旧
、
同
四
四
年

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
下
で
、
反
対
派
を

押
し
切
り
、
原
子
力
空
母
「
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
」
の
入
港
、
同

五
三
年
原
子
力
船
「
む
つ
」
の
修

理
受
け
入
れ
、
経
営
危
機
に
陥
っ

た
「
佐
世
保
重
工
業
（
株
）」
の
再

建
、
相
次
ぐ
炭
鉱
閉
山
に
よ
る
離

職
者
対
策
等
、
市
政
上
の
諸
問
題

が
山
積
し
た
中
、
各
々
の
解
決
に

奔
走
し
た
。

　

昭
和
五
五
年
、「
佐
世
保
市
名

誉
市
民
」
に
選
ば
れ
た
。

④
田
中
丸  

善
蔵

 （
一
八
八
一
～
一
九
三
二
）

玉
屋
百
貨
店
の
創
始
者

　

事
業
家
・
百
貨
店
創
業
。
明
治

一
四
年（
一
八
八
一
）一
月
三
日
、

佐
賀
県
小
城
郡
牛
津
村
（
現
小
城

市
牛
津
町
）
で
、
広
大
な
敷
地
を

持
つ
「
田
中
丸
呉
服
店
」
の
店
主

で
あ
っ
た
田
中
丸
善
造
の
長
男
と

し
て
生
ま
れ
る
。
父
は
「
商
人
の

子
は
、
本
当
の
商
道
を
身
に
つ
け

る
こ
と
だ
。
学
問
は
姓
名
を
書
け

2

辻　一三

田中丸　善蔵

る
程
度
で
よ
い
。
要
は
人
間
を
つ

く
る
こ
と
が
先
決
」
と
い
う
考
え

だ
っ
た
。

　

小
学
校
を
終
え
る
と
、
大
阪
の

「
伊
藤
忠
」
や
「
紅
屋
」
な
ど
一

流
問
屋
で
見
習
奉
公
に
出
さ
れ
、

商
魂
を
培
わ
さ
れ
た
。
二
〇
歳
で

一
六
歳
の
新
妻
を
迎
え
た
が
、
父

善
造
は
息
子
の
結
婚
を
機
に
、
軍

港
と
し
て
栄
え
ゆ
く
佐
世
保
へ
進

出
の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
。

　

明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）、
善

蔵
二
四
歳
の
時
、
松
浦
町
の
一
角

に
敷
地
一
〇
〇
坪
、
従
業
員
二
三

人
で
織
物
卸
商
「
田
中
丸
呉
服
店
」

を
設
立
。
同
年
「
佐
世
保
海
軍
工

廠
共
済
組
合
」
が
誕
生
す
る
と
、

湊
町
に
食
品
関
係
の
用
達
業
務
を

開
設
・
拡
充
、
北
松
・
五
島
に
も

輪
を
広
げ
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る

と
、
南
太
平
洋
向
け
の
「
南
洋
貿

易
会
社
」
を
設
立
。
巨
万
の
利
益

を
挙
げ
た
が
、
終
戦
と
と
も
に
手

を
退
い
た
。
そ
こ
で
、
百
貨
店
経

営
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

　

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
三
月
、

栄
町
に
「
田
中
丸
呉
服
店
」
を
開

店
、
同
一
四
年
福
岡
玉
屋
呉
服

店
、
昭
和
五
年
佐
賀
玉
屋
開
店
と

次
々
に
業
績
を
伸
ば
し
た
。

　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）、
五
一

歳
で
他
界
し
た
。

（
敬
称
略
）


